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R8の製図試験課題「ホテル」では、下記の要求図書、留意事項、注意事項が公開されまし

た。

新試験制度となったH21以降でのホテルは、H29「小規模なリゾートホテル」に続き、２度目

の出題となります。

従来通りホテルとしての部門は、宿泊部門、共用部門、管理部門の３部門が想定できま

すが、共用部門では、ホテルと全く異なるコミュニケーション施設などが組み込まれるもの

と推定します。

R8課題の最大の特徴は、留意事項で初めてとなった「敷地の周辺環境や既存建築物の

現状保存に配慮して計画する。」が組み込まれたことです。

それらの各詳細は、明日からのユーチューブで解説していきます。

本日は、大手資格学校など、当たり障りの少ない無難な所見を示されると思いますが、10

年連続で３種類の予測課題のみで本試験の80％以上を的中させている建築資格研究会

は、一歩踏み込んだ所見を以下の通り解説するので、最後まで見て下さい。

（1）要求図書の階数は、3階、5階、7階建てのいずれも出題される可能性があります。

（2）留意事項で新規出題された既存建築物の現状保存に配慮は、難しくありません２パ

ターンです。

（3）注意事項では、例年通り法規違反と要求室等の設計与条件があり、これのミスは一

発不合格と判断します。

以下、これらについて解説します。
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（1）要求図書、3階、5階、７階を想定について解説します。

24日に公表された要求図書は、R7庁舎等の例年と同じ内容です。
従って、平面図が３面、断面図が１面となります。
この平面は、１階・基準階・最上階か、１階・２階・基準階のどちらかでの出
題と推定できます。
R8ホテルから推定される階数は、リゾートホテルなら３階建て、ビジネスホ
テルとシティホテルなら５階建てまたは７階建てとなります。
つまり、今年の想定階数は、３階、５階、７階の３種類を想定して学習する
必要があります。
なお、近年階数の指定をしない課題もありますが、基本的には、上記の３
種類の階数となります。
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（2）留意事項の既存建築物に配慮は、２パターンについて解説します。

R8ホテルでは、初めて「敷地の周辺環境や既存建築物の現状保存に配慮

して計画する。」が出題されました。

この既存建築物と新規に計画する建物とは、次の２パターンが想定できま

す。

（1）建設用地内に既存建築物があるパターン

こちらは、H30「健康づくりのためのスポーツ施設」の敷地図のパターンで

す。

（2）隣地に既存建築物があるパターン

こちらは、R1「美術館の分館」の敷地図のパターンです。

どちらも２つの建物の動線計画が指定されると推定します。
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（3）注意事項、「例年通り法規違反は一発不合格、更に要求室等の設計与

条件ミスも一発不合格と判断します。」について解説します。

過去の試験復元図を検証すると、ここに示す赤字の関係法令と設計与条

件の違反の図面は、確実に一発不合格になっています。

24日の課題、ホテルで示された注意事項は、下記に示す例年通りの内容

です。
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ランクⅢとランクⅣの合計比率は、平成時代に約３割であったものが、令
和に入り約６割と大きく変わりました。

研究会では、多くの図面を検証した結果、ランクⅢ・Ⅳとなった理由は、法
令違反と要求室等の設計与条件違反と判断しています。

何が法違反なのか？どこが設計与条件の違反なのか？は、自分の図面を
詳細に添削したもののみで分かるようになります。

研究会の添削案内は、明日から毎日アップするユーチューブ解説で紹介し
ますが、１件あたり２時間以上をかけており、資格学校が多数の受講生か
ら十分な法違反等の添削ができていないことへのフォローとなりますので、
ご利用を検討してみて下さい。

以上で1級製図合格するぞ「R8課題ホテルの所見」の解説を終了します。


